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基本目標 安心できるまちづくり

基本施策 多様性を認め、共に支え合うコミュニティ

本町では町民や地域のつながり、助け合いが残っている一方で、若者の町外への流出により地域活動の中心
が高齢者となっており、活動の担い手の確保、地域と移住者等の交流の促進など、新たな課題が生まれていま
す。

少子高齢化、核家族化、若者・高齢者の単独世帯化が進み、人々の価値観やライフスタイルも多様化している
中、町民それぞれの価値観などを認めた上で、ボランティア活動や町民の自主的なまちづくり活動、男女共同参
画、国際交流活動の充実など、世代等の背景を超えたふれあいの機会が充実し、将来にわたり支え合い、助け
合いが残っていくまちづくりを目指します。

・町民や各種団体によるまちづくり事業を支援し、既存団体の合併や世代交代、移住者の地域参画、男女共同
参画等を促すための各種情報提供等に努めます。
・地域課題の解決や将来的な移住に向けた裾野を拡大するため、「関係人口」の確保に取り組みます。
・若者や女性、また近年認識されつつある多様な性も含め誰もが個々の能力に応じて活躍できる場が広がるよ
う、支援や情報発信に取組みます。
・登下校や授業等の教育の場、生涯学習講座等で、子どもと高齢者など、世代間交流の機会の充実を図りま
す。
・外国籍町民もコミュニティに溶け込み、多様な文化が共生していくための、情報提供、相互理解の場の提供を
進めます。

事業名 部署名 事業概要
R2決算
（千円）

R3予算
（千円）

推進
方針※

実施
計画

事業
評価書

自治振興費 総務課
区の活動を助成し、各地区の振興と地域行政の充実に寄与す
るよう努めます 25,442 25,435 Ｂ  

4-01-
11

まちづくり推進事
業費

まちづくり推
進室

地域のまちづくり協議会（7団体）の情報共有と連携及び情報
発信のため、南知多町まちづくり協議会を運営するとともに、
移住定住者が積極的な参加・交流のできるまちづくりを進めま
す

7,323 5,777 Ａ 2-52
4-05-
2

地方創生推進事
業費（空き家・ま
ちづくり推進事
業）

まちづくり推
進室

協働と連携のまちづくりの推進と定住・交流人口の増加を目指
します 12,009 16,800 Ｂ 2-53

4-05-
3

人権行政相談事
務費

住民福祉課
人権擁護委員及び行政相談委員による相談並びに啓発活動
を行います 112 1,133 Ａ  

4-09-
1

※事業の推進方針は、前年度の事業評価書に基づいて記載しています。（Ａ…拡充　Ｂ…継続　Ｃ…縮小　Ｄ…廃止）
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６．町民意識調査によるニーズ等

７．管理指標（ｐｔ）　町民意識調査による満足度

８．評価委員会の総合評価

9579  
Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６

評価 評価に係るコメント

Ｒ３

Ｒ４

Ｒ５

Ｒ６

５．地域との協働に関する取組み状況
○広報誌などで案内のあるボランティアやまちづくり行事などに参加する。（個人）
○買い物や通院などに困ったご近所の方の手助けをする。（個人）
○積極的に挨拶や会話をする。（個人）
○移住者の意見を積極的に聞き、地域行事に参加しやすくなるように対応する。（地域）

自由記述意見から実現の可能性が高い又は条件によっては実現可能な提案等に関する記述のみを抜粋
①自身が貧困母子家庭育ちなので、近所のわけあり家族やハンディキャップがある子どもの世話を買ってでているが、パートナー(家族)の損得勘定や有
責事項が発生したら…など詰められると善意での共助も制限が出るうえ、消耗するばかりで疲れることもあり、ここは行政の担当なのでは？と思うこともあ
る。
②2-5と重複するが、島外者をよそ者と捉え、容易に仲間と認めない風潮がまだ残る。定住者との公的連携は町とか、地元なら漁協組合からの仲介が望
ましい、島内の定住者は増えている。
③地域の自主的な町づくり。町民が活用できる広場づくりなどの運動と町の支援が必要です。また、従来からの継続事業の予算増（R3年は減額されたも
のもある）進めてください。
④役場職員が男女共同参画の研修を受けて欲しい。そして女性職員がもっと活躍できるよう、家庭の負担が大きい職員でも活躍できる働き方改革・意識
改革を、役場から始めて欲しい。あらゆる会議、委員会、意思決定できる役職においても、女性の割合を増やすための取り組みをして欲しい。
⑤自治振興費が何に使われているのかを、その地区の住民は分かっているか？
区、まちづくり、自主防災などなど乱立した組織の再編成が必要と考える。地域にどれだけの組織があるか把握することから実施してはどうか。

現状値（Ｒ２） 目標値（Ｒ６）

84
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2-52

67



2-53

68



令和2年度　事業評価書

予算科目 12 款 1 項 1 目 1 事業

予算額 0千円

決算額 0千円

計画（PLAN) 実施（DO)

主な事業 主な事業

予算額

決算額

財源（一般財源）

　　（そ の 他）

執行率

基本施策① ※①

基本施策② ※①

基本施策③ ※①

重点政策 ※②

評価（CHECK) 改善（ACTION)

目標値

実績値

達成度

推進方針 ※⑤

基本施策有効評価
（妥当性) ※④

費用対効果評価
（効率性) ※④

長期債元金償還金

572,809千円 財源内訳　国庫支出金 0千円 県支出金 町債 0千円 その他 0千円 一般財源 572,809千円

事業概要 中長期的な財政計画による長期借入とその償還を含む起債台帳の管理を行います
担当課　企画財政課

財政係　内線331・332

572,809千円

長期借入の元金償還の管理 長期借入の元金償還の管理

事業内容
中長期的な財政計画による長期借入とその
償還を含む起債台帳の管理を行います。

572,809,000円

572,809,000円

572,809,000円

0円

100.0%

572,809千円 財源内訳　国庫支出金 0千円 県支出金 町債 0千円 その他 0千円 一般財源

4-4 持続可能な行財政運営

事業実績
中長期的な財政計画による長期借入とその
償還を含む起債台帳の管理を行った。

1 2 3    

事業指標 地方債償還金元金の適正な支出

課題
借入額増加に伴う元利償還金に充てる財源
の確保が課題となっている。

2回/年

 2回/年  

改善・対応策
計画的に地方債を発行するとともに、公債
台帳の管理を徹底することで、正確な元利
償還金を把握し、財源確保に努める。

達成  

担当課評価 ※③ 計画的に滞りなく実施できた。  

Ａ  

低い　１　２　３　４　⑤　高い 低い　1　２　３　４　５　高い
※① 基本目標・基本施策…別紙　総合計画体系表参照
※② 重点政策　① 子育て支援と教育の充実　② 産業の活性化と雇用の確保　③ 定住支援
※③ 事業に対する評価及び、前年度事業評価書ACTIONに対する評価
※④ 評価（妥当性）…基本施策に対する有効性の高低　（効率性）…事業の費用対効果の高低
※⑤ 推進方針　Ａ…拡充　Ｂ…現状維持　Ｃ…縮小　Ｄ…廃止検討

低い　１　２　３　４　⑤　高い 低い　1　２　３　４　５　高い

4-04-11

151



4-05-2

155



4-05-3

156



4-09-1

203


